
日本に暮らすあらゆる子どもたちが、生きる・育つ・守られる・参加する権利を大
切にされ、生き生きと毎日を過ごし、成長していけるように。セーブ・ザ・チルドレ
ンでは、子どもたちの生活を身近で支える非営利団体（NPO）を支援し、子どもの
権利が守られる社会を目指す事業を2022年より行っています。
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日本国内の子どもを取り巻く課題は、近年「子どもの貧困」「体験格差」「不登校」「ヤング
ケアラー」などの言葉とともに、より広く知られるようになりました。
これまで見過ごされてきたこれらの課題に早くから目を向け、きめ細やかな対応を行っ
てきた地域のNPO（非営利団体）は、その活動によって地域にある問題を浮き彫りにし、
気づかれにくい子どもや大人の声を社会に届けるなど、重要な役割を担ってきました。
セーブ・ザ・チルドレンは、特に取り残されがちな子どもたちの権利保障を実現できる
パートナーとして、地域のNPOを重視し、手を携えていく必要があると考えています。

埋もれがちな声を社会に届けるNPOの意義

子どもの権利保障を目指す活動は、大人が主体となって行う
のではなく、子どもの安心・安全を確保した上で、子どもの声に
基づき子どもが主体となる形で進めることが重要です。子ども
の意見表明権は「子どもの権利条約」の4つの一般原則※のひ
とつに位置付けられていますが、日本ではいまだ十分に保障さ
れているとは言えません。地域のNPOが行う子ども支援活動
においても、子どもの意見表明、参加を保障することが必要で
す。また、日本のNPOは意思決定や資金調達、会計など組織基
盤が脆弱な傾向が続いており、子どもの権利保障を目指す大
切な活動を行っていても、団体や事業の継続が不安定な状況
も多く見られます。

地域NPOの子ども支援活動における課題

セーブ・ザ・チルドレンは、特に取り残されがちな子どもたちの
支援を行うNPOの活動や団体の継続を後押しするために、助
成プログラムを実施し、次の３つの支援を行っています。

2022年より始めた助成プログラムを通して、これまでにのべ
23団体を支援しています。3つの支援により、質の高い子ども
支援活動を全国各地に広げることを目指しています。

地域NPOを支援する助成プログラム
ー３つの支援ー

助成プログラムによる支援実績

※子どもの権利条約の
　4つの一般原則について詳しくは
  「おやこのミカタ」をご覧ください。
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地域NPO支援事業の背景と目的
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助成先団体紹介

助成先団体紹介

助成期間 ： 最長３年
助成額 ： 1団体あたり 1年300～500万円

在留資格が不安定な高校生のまなびを支援
【一般社団法人 反貧困ネットワーク】

日本各地の子どもの暮らしや育ち、まなびを支える非営
利活動を支援し、子どもたちの育つ環境を長期的に改善
していくことを目指す助成プログラムです。
資金支援、組織基盤強化 、子どもの権利保障のための環
境づくり の３つの支援を、複数年かけて行っています。

日本で生まれ育ちながらも、在留資格が不安定なために、進学
や学習継続が難しい子どもたちがいます。そのようなまなぶ権
利が守られていない高校生をサポートし、将来への展望を持て
るようにする活動を実施しています。複数年の活動の中で、支
援を受けていた高校生が進学などを果たし、支援者の側に回
る状況も生まれています。

※ 学習や就学に限らず、課外活動、スポーツ・文化・芸術活動など広くとらえる
   ため、「学び」ではなく「まなび」としています。

※ 本事業において対象となる高校生を継続的に支援している
   大学生・専門学校生。

©反貧困ネットワーク

取り残されがちな子どもの居場所を作る
【エルマー学童くらぶ】

学校にも家庭にも居場所がない子どもが増えていますが、支
援は不十分なままです。子ども主体の学童保育を実施している
団体が、学校が苦手な子どもたちや中高生とともに居場所づく
りにチャレンジしています。子どもたちが安心していられる場
所になるように、子どもたちと一緒に模索中です。

©エルマー学童くらぶ

子ども・地域おうえんファンド
ー 取り残されがちな子どもの育ち・まなび※を支える ー

（この小学校は）エルマーさんがあっ
てよかったですね。子どもたちも保
護者のみなさんも支えてもらって。
（スクールソーシャルワーカー）

たくさんの学校に断られて、私の人生が変わる
最後のチャンスでした。封筒を開けて「合格」とい
う文字を見た時は嬉しい気持ちでいっぱいにな
りました。すぐに、チューター※に電話をして、そ
の幸せを共有しました。（元仮放免高校生）

居場所を提供することで、「日本にいてはいけない存在」という否定的自
己認識から抜け出すことを目的としていたが、チューターと一緒に作文
を書いたり、進学先を探したりする作業のほうが高校生の自己肯定感を
高めることがわかった。今後は高校生が支援の受け手にとどまらず、主体
的に参加する仕組みを作っていきたい。（事業担当者）

こちらが用意した居場所に居ることばかりではな
く、「給食の時間だけは学校に行く」や「気持ちを
落ち着かせたい時だけ担任に断って居場所に戻
る」など、「居場所」も選択するのは彼ら自身であ
ることを再確認させてくれた。（事業担当者）

（東京都）

（栃木県）
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©反貧困ネットワーク

野外体験の機会が得られにくい傾向があ
るひとり親世帯を対象に、子どもの主体
性を尊重した野外活動を実施しました。
参加費無償化や会場までの交通費提供、
送迎などにも配慮し、参加のハードルをな
くす工夫に努めました。

ひとり親世帯の
親子が楽しむ野外体験
【NPO法人 きらり水源村】

外国につながる子どもたちが集い、川遊
びやバーベキューなどの野外活動を実施
しました。
中高生には焚火を囲んでアイデンティティ
について語り合う機会をつくりました。

外国につながる子どもの
野外交流体験
【Minamiこども教室実行委員会】

重度障害のある子どもやそのきょうだい
を対象に、多様な体験活動を行いました。
外出のハードルが高く、体験機会が限られ
がちな子どもたちが、音楽コンサート、ス
ポーツ、地域の祭りなどを楽しみました。

障害のある子どもが
体験を通して地域と関わる
【特定非営利活動法人 TEAM創心】

まなび・体験ファンド
ー あらゆる子どもに夏のまなび・体験の機会を ー

子どもたちに、さまざまな夏のまなびや体験を提供する
団体の活動を支援する助成プログラムです。
あらゆる子どもたちが生活環境などに左右されること
なく、主体性や社会性、自己肯定感を培う機会を得られ
る環境をつくることを目指しています。また子どもに
とって安心・安全な活動を進めるための研修なども行っ
ています。

（熊本県）
（大阪府） （三重県）

©きらり水源村

子どもたちは火おこしやテント建て
など、みんなと協力しながらひとつ
のことをやり遂げることができて
自信につながったと思います。川遊
びが楽しかったようで、帰りたくな
いと泣き出す程でした。 （保護者）

みんなの名前の由来を聞いたとき
歴史を感じた。（中高生）

みんなのことをもっと知れて
Minamiこども教室に仲いい友だ
ちができてよかった。（中高生）

普段は促さないと歩かない子も、
自分から歩いたり手を伸ばしたり
する様子が見られた。（事業担当者）

外出はいろいろなリスクを想定し
ないといけないが、やってみると
「結構できるな！」と思えた。
（事業担当者）

助成期間 ： 3～4ヶ月
助成額 ： 1団体あたり 50～150万円

©Minamiこども教室 ©TEAM創心
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子どもとともに、学童保育の防災力を高める
【特定非営利活動法人　佐賀県放課後児童クラブ連絡会】

放課後児童クラブ（学童保育）は多くの子どもたちが長い時間
を過ごす場ですが、いざという時の防災の備えが不足していま
す。この事業ではセーブ・ザ・チルドレンの国内緊急支援・防災
事業と連携し、佐賀県下の学童保育の防災実態調査および政
策提言を進めています。
セーブ・ザ・チルドレンはこの事業への資金支援、調査・政策提
言に関する助言、および子どものセーフガーディングの取り組
み支援を行っています。
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セーブ・ザ・チルドレンの事業と連携した助成

（佐賀県）

じしんやかじのときは、にもつをもっていく。ものが
おちてくるからぼうしとかかぶった方がいい。
（子ども防災ワークショップに参加した小学1年生）

©Save the Children
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子どものセーフガーディング
子どもにとって安心・安全な組織・事業づくり

セーブ・ザ・チルドレンの活動に関わるみなさんへ

子ども・地域おうえんファンドでは、子ども支援活動が質のよ
い形で継続・発展するよう、助成先団体の組織体制などに関す
る課題をヒアリングし、その解決に向けた取り組みの提案や、実
行に向けた支援者のマッチングなどを行っています。

組織基盤強化

関係者による虐待や搾取など、子どもの権利に反する行為や
危険を防止し、子どもたちにとって安心・安全な活動と運営を
行うための組織的取り組みを推進するため、すべての助成先団
体にセーフガーディング研修を実施しています。 また、助成期
間中の活動現場訪問や助言などを通して、セーフガーディング
の実践をサポートしています。

子どもの権利保障のための環境づくり

子どものセーフガーディングの推進

子どもの声が適切に聴かれ、子どもが主体となった活動が行
われるよう、子どもの権利や子ども参加に関する情報提供や助
言などを行っています。

子どもの権利・子ども参加などに関するサポート

これまでの支援例

・人材採用の計画と実行　  ・寄付管理のシステム化
・事務局業務の整理・改善　・法人化サポート
・中期計画立案サポート　　　　　　　　　　など

これまでの支援例

・団体独自のセーフガーディング行動規範の作成
・団体と関わりのある他団体への普及
・定期的な振り返りと改善の実施
・子どもの権利保障に関する団体同士の意見交換

地域NPO支援事業の最新情報はこちら

何かを実施するときに「セーフガーディ
ングの行動規範に照らして、問題がない
か？」という視点を常に持つようになっ
た。（団体代表者）

寄付に関する管理システ
ムを導入したことで傾向
分析が可能となり、戦略
立案の基盤ができた。
（団体事務局長）

採用に関するノウハウやタスクをマニュ
アルに整理でき、またさまざまな背景の
方が加わったことで支援の幅が広がっ
た。（人材採用に取り組んだ団体担当者）
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セーブ・ザ・チルドレンの助成の特徴

https://savechildren.or.jp/japan/localnposupport/about/

